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平成 28年 12月期 通期連結業績予想と実績値の差異および 

剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 

平成 28年２月 15日に付で公表いたしました平成 28年 12月期通期(連結)（平成 28年１月１日～平成 28年

12月 31日）の業績予想値に対して本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

あわせて、当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり、平成 28年 12月 31日を基準日とする剰余

金の配当（増配）を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。この剰余金の配当は、平成 29

年３月 29日に開催予定の定時株主総会で正式に決定されます。 

 

記 

 

１. 通期連結業績予想と実績値の差異について 

（1）平成 28年 12月期 通期（連結）業績予想と実績値の差異 （平成 28年１月１日～平成 28年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想

（ A ） 
16,535 1,251 1,213 640 32.76 

今 回 実 績  

（ B ） 
15,969 1,342 1,267 837 42.85 

増 減 額  

（ B － A ） 
△566 91 54 197 － 

増 減 率

（ ％ ） 
△3.4 7.3 4.5 30.8 － 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 27 年 12 月期通期） 
14,859 1,233 1,185 559  30.81 

 

（2）差異の理由 

当社の主力事業である国内のリサーチ事業におきましては、当初予想を上回って推移いたしましたが、

海外の事業会社については、為替の影響等もあり、一部の会社については前年を下回る結果となった

ため、リサーチ事業全体としては、当初予想を下回る結果となりました。ＩＴソリューション事業

については、株式会社クロス・コミュニケーションは順調に進捗したものの、クラウドソーシング、

IT 系アウトソーシングサービスの提供等を行う株式会社クロス・プロップワークス及びエンジニ

ア派遣事業を行う株式会社クロス・ジェイ・テックの売上高進捗が当初予想を下回ったため、当初

予想を下回りました。その他の事業については、WEB マーケティング事業を行う株式会社

UNCOVERTRUTH が第４四半期連結会計期間より連結を外れたため、売上高につきましては差異が



発生したものの、プロモーションサービスを提供する株式会社ディーアンドエムの順調な起ちあが

りにより、当初予想を上回る結果となりました。結果として、連結売上高については、当初予想を

566百万円下回り、15,969百万円（前回予想比 3.4%減）となりました。 

営業利益及び経常利益につきましては、売上高は当初予想を下回ったものの、主に国内の事業会社に

ついて、原価管理の徹底及び人員採用計画及び各種費用をコントロールした結果、当初予想を上回

る結果となりました。 

また、当期純利益につきましては、上記の理由に加え、特別利益として株式会社 UNCOVERTRUTH に

おいて実施した第三者割当増資の実施に伴う持分変動利益 158百万円が発生したことにより、特別損失と

して Kadence Vietnamに係る減損損失 38百万円の取り込んだ上で、当初予想を上回る結果となりました。 

 
２．剰余金の配当（増配）について 

 （1）配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成28年２月15日公表） 

前期期末実績 

（平成 27年 12月期） 

基準日 平成 28年 12月 31日 同左 平成 27年 12月 31日 

１株当たり配当金 3円 00銭 2円 50銭 4円 50銭 

配当金総額 59百万円 － 88百万円 

効力発生日 

（支払開始日） 
平成 29年３月 29日 － 平成 28年３月 30日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（2）理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営上の重要な課題のひとつとして認識しております。配当による株
主への利益還元を安定的に継続しながら、現在の旺盛な資金需要、今後の事業投資計画等鑑み、「連結
配当性向 15％前後を目安に配当金額を決定する」こととしております。 
この基本方針に基づき、当期の配当につきましては、中間配当１株当たり 2.5 円を実施いたしました。期

末配当につきましては、本業により営業利益・経常利益が増加したことに加え、今期の期末配当金の計算
のベースとなる当期純利益を、株式会社 UNCOVERTRUTH にて実施した第三者割当増資により発生した
持分変動利益並びに Kadence Vietnam に係る減損損失の各特別損益を控除した当期純利益を基準として
配当金額を算出することとしたため、１株当たり 2.5円の予定を 3.0円に引き上げて実施することといたしまし
た。 
尚、中間配当金と合わせた年間配当予想金額は 1株当たり 5.50円となります。 

 
 

以  上 


